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〜
北
朝
鮮
は
中
国
支
援
が
な
け
れ
ば
存
在
で
き
な
い

　
北
朝
鮮
は
、
冷
戦
崩
壊
後
の
一
九
九
〇
年
代
初
め
一

大
衝
撃
を
経
験
し
た
。
北
朝
鮮
最
大
の
後
ろ
盾
役
の
ソ

連
が
九
一
年
、
そ
れ
ま
で
の
社
会
主
義
体
制
を
捨
て
て

市
場
経
済
に
転
換
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
と
き
北
朝

鮮
は
、
ソ
連
か
ら
受
け
て
き
た
様
々
な
援
助
や
特
恵
が

絶
た
れ
、
体
制
崩
壊
直
前
の
九
〇
年
に
北
朝
鮮
貿
易
の

五
三
％
（
二
二
億
ド
ル
強
）
ま
で
占
め
た
ソ
連
貿
易
は

激
減
し
た
。

　
こ
う
し
た
難
局
下
で
北
朝
鮮
を
支
え
た
国
家
が
中
国

で
あ
っ
た
。
中
朝
貿
易
は
ソ
連
崩
壊
の
九
一
年
に
は
六

億
一
〇
四
五
万
ド
ル
と
二
六
％
以
上
も
増
加
し
、
九
三

年
に
は
八
億
九
九
六
四
万
ド
ル
と
さ
ら
に
伸
び
て
北
朝

鮮
全
貿
易
の
三
四
％
ま
で
に
高
ま
っ
た
。
し
か
し
九
〇

年
代
の
中
朝
貿
易
は
こ
の
と
き
が
ピ
ー
ク
で
、
以
降
は

停
滞
し
縮
小
過
程
を
辿
っ
た
。

　
背
景
の
一
つ
は
こ
の
と
き
表
面
化
し
た
核
開
発
疑
惑

問
題
で
、
国
際
社
会
は
北
朝
鮮
を
警
戒
し
、
国
内
経
済

も
電
力
不
足
な
ど
が
深
刻
化
し
て
製
品
の
供
給
能
力
が

喪
失
し
た
。
し
か
も
九
四
年
七
月
に
は
建
国
の
父
・
金

日
成
が
突
然
死
去
し
て
、
息
子
の
金
正
日
が
最
高
権
力

を
継
承
し
た
も
の
の
「
三
年
間
は
喪
に
服
す
る
」
な
ど

と
対
外
関
係
を
閉
鎖
し
、
最
大
友
好
国
の
中
国
も
訪
問

し
な
い
異
常
事
態
が
継
続
し
た
。
し
た
が
っ
て
中
朝
貿

易
は
縮
小
す
る
し
か
な
く
、
九
九
年
の
中
朝
貿
易
は
九

　
こ
ん
な
冬
の
中
朝
時
代
も
二
一
世
紀
に
入
る
と
転
換

し
、
そ
の
後
の
中
朝
経
済
関
係
は
現
在
ま
で
拡
大
の
一

路
を
辿
っ
て
い
る
。
契
機
は
二
〇
〇
〇
年
四
月
の
金
正

日
総
書
記
の
訪
中
で
、
こ
の
と
き
金
正
日
は
六
月
中
旬

に
予
定
さ
れ
て
い
た
南
北
首
脳
会
談
の
問
題
を
説
明
す

る
た
め
江
沢
民
中
国
国
家
主
席
と
初
め
て
公
式
会
談
し

た
。
そ
し
て
江
沢
民
も
六
月
開
催
の
南
北
首
脳
会
談
を

高
く
評
価
し
、
翌
〇
一
年
九
月
に
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
を
訪
問

し
、
一
〇
年
間
も
途
絶
え
た
中
朝
国
家
関
係
は
正
常
化

さ
れ
た
。

三
年
貿
易
額
の
三
分
の
一
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
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政
治
環
境
の
好
転
を
背
景
に
、
中
朝
貿
易
は
拡
大
し

た
。
二
〇
〇
一
年
の
中
朝
貿
易
は
七
億
三
九
〇
〇
万
ド

ル
を
記
録
し
、
〇
三
年
は
一
〇
・
二
億
ド
ル
、
〇
四
年

も
一
三
・
八
億
ド
ル
と
推
移
し
て
、
拡
大
の
勢
い
が
継

続
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
〇
四
年
の
中
国
の
貿
易
シ
ェ

ア
は
四
〇
％
強
を
占
め
、
韓
国
の
七
億
ド
ル
、
日
本
の

二
億
五
千
万
ド
ル
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。

　
　
二
、
統
計
に
現
れ
な
い
中
朝
貿
易

　
中
朝
貿
易
は
統
計
表
示
の
一
四
億
ド
ル
だ
け
で
は
な

い
。
両
国
に
は
石
油
の
五
〇
万
ト
ン
支
援
な
ど
の
援
助

物
資
が
あ
り
、
韓
国
の
専
門
家
な
ど
は
金
額
が
数
億
ド

ル
と
見
て
い
る
。
そ
の
他
ル
ー
ト
と
し
て
は
密
輸
が
落

と
せ
な
い
。
一
五
〇
〇
キ
ロ
に
も
及
ぶ
中
朝
国
境
に
は

現
在
、
一
〇
数
カ
所
の
貿
易
拠
点
が
あ
り
、
鴨
緑
江
下

流
の
丹
東
〜
新
義
州
、
図
們
江
を
跨
ぐ
図
們
と
南
陽
間

の
往
復
路
、
そ
れ
に
琿
春
ル
ー
ト
な
ど
が
代
表
的
で
あ

る
。
琿
春
は
北
朝
鮮
の
羅
津
先
鋒
経
済
特
区
へ
至
る
最

短
道
路
の
玄
関
口
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
境
都
市
に
は

数
多
く
の
貿
易
商
社
や
個
人
業
者
が
営
業
し
て
い
る

が
、
同
時
に
彼
ら
の
多
く
は
食
糧
、
Ｔ
Ｖ
な
ど
の
電
器

製
品
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
映
像
商
品
の
密
輸
に
従
事
し
て
い

る
。
密
輸
の
規
模
は
大
き
く
、
韓
国
有
力
紙
『
中
央
日

報
』
の
記
者
は
鴨
緑
江
河
口
で
毎
夜
、
数
百
隻
も
の
密

輸
船
が
「
イ
カ
つ
り
船
」
の
よ
う
な
光
を
灯
し
て
洋
上

で
取
引
中
と
ル
ポ
し
て
い
る
。

　
親
族
訪
問
も
重
要
な
物
資
ル
ー
ト
で
あ
る
。
国
境
を

　
北
朝
鮮
か
ら
中
国
に
向
か
う
主
要
輸
出
品
は
、
鉱
産

物
や
水
産
物
な
ど
の
一
次
産
品
で
あ
る
。
鉱
産
物
輸
出

は
中
国
の
地
下
資
源
価
格
が
高
騰
し
た
こ
と
が
反
映

し
、
延
辺
の
消
費
者
な
ど
の
健
康
志
向
も
あ
っ
て
水
産

物
需
要
を
高
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
次
産
品
の
主
要
仕

向
先
は
隣
接
し
た
中
国
東
北
三
省
の
企
業
で
、
最
近
は

鉄
鉱
石
、
石
炭
な
ど
の
地
下
資
源
の
取
引
が
目
立
っ
て

い
る
。
そ
れ
か
ら
経
済
活
動
が
比
較
的
に
自
由
な
羅
津

先
鋒
経
済
特
区
で
は
衣
類
の
委
託
生
産
が
始
ま
り
、
日

本
や
韓
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
産
業
廃
棄
物
を
資
源
化

し
て
金
属
製
品
や
化
学
製
品
と
し
て
対
中
輸
出
す
る
事

例
も
増
え
た
。
こ
う
し
て
北
朝
鮮
の
対
中
輸
出
額
は
九

九
年
の
四
千
万
ド
ル
か
ら
〇
四
年
に
は
五
・
九
億
ド
ル

に
増
え
、
わ
ず
か
六
年
間
で
一
五
倍
近
く
も
拡
大
し

た
。
今
後
、
茂
山
鉄
鉱
石
の
中
国
輸
出
が
本
格
化
す
る

と
、
北
朝
鮮
は
戦
後
初
め
て
中
国
貿
易
で
黒
字
を
出
す

可
能
性
も
出
て
き
た
。

　
半
面
、
中
国
か
ら
の
輸
入
品
は
石
油
・
コ
ー
ク
ス
等

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
類
、
機
械
設
備
や
部
品
、
そ
れ
に
食
糧

の
三
種
類
が
中
心
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
北
朝
鮮
に
は

決
定
的
な
重
要
物
資
ば
か
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
中

国
か
ら
の
輸
入
が
絶
た
れ
る
と
軍
需
工
業
ま
で
も
止
ま

る
た
め
、
北
朝
鮮
は
中
国
と
基
本
的
に
争
う
こ
と
が
で

き
な
い
国
家
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
〇
四
年
は
豚
肉

輸
入
が
急
伸
し
た
が
、
こ
う
し
た
貿
易
統
計
の
変
化
は

首
都
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
な
ど
で
市
場
関
係
者
な
ど
の
新
興
富

裕
層
が
増
え
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　  

無
視
で
き
な
い
親
族
訪
問
ル
ー
ト

＜
＞

　
　
き
わ
め
て
重
要
な
中
国
物
資

＜
＞

越
え
た
中
国
東
北
部
に
は
現
在
、
二
〇
〇
万
人
も
の
朝

鮮
族
が
居
住
し
、
彼
等
は
様
々
な
交
流
で
北
朝
鮮
の
親

類
や
知
人
な
ど
を
支
え
て
き
た
。
親
族
訪
問
の
手
続
き

は
地
元
に
任
さ
れ
て
い
る
た
め
往
来
は
簡
単
で
、
九
〇

年
代
後
半
の
極
限
的
な
生
活
難
時
代
に
は
二
〇
万
人
も

の
朝
鮮
族
が
北
朝
鮮
に
住
む
親
族
を
訪
ね
て
、
物
心
両

面
か
ら
生
活
を
支
援
し
た
。
筆
者
は
八
七
年
と
九
五
年

の
二
度
、
図
們
大
橋
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の

と
き
国
境
を
分
け
る
橋
の
上
に
は
食
糧
、
衣
類
、
文
房

具
な
ど
を
満
載
し
た
朝
鮮
族
の
リ
ヤ
カ
ー
が
連
な
っ
て

い
た
。
現
在
で
も
こ
う
し
た
親
族
訪
問
者
は
継
続
し
、

直
接
的
な
物
資
支
援
よ
り
も
様
々
な
物
資
を
購
入
で
き

る
中
国
人
民
元
を
持
参
す
る
人
達
が
増
え
た
。
ち
な
み

に
現
在
の
朝
鮮
族
訪
問
者
数
は
一
〇
万
人
程
度
と
聞
い

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
中
朝
貿
易
で
は
貿
易
統
計
に
載
ら
な
い

物
資
取
引
が
多
く
、
統
計
数
字
は
氷
山
の
一
角
に
す
ぎ

な
い
。
韓
国
で
は
こ
う
し
た
非
正
規
取
引
ま
で
含
め
る

と
、
中
国
物
資
の
割
合
は
北
朝
鮮
全
貿
易
の
八
〇
％
以

上
に
達
す
る
と
分
析
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
現
在
の

北
朝
鮮
で
は
中
国
物
資
が
来
な
け
れ
ば
政
府
も
企
業
も

個
人
も
生
活
が
成
り
立
た
な
い
。
配
給
制
が
壊
れ
、
生

産
活
動
も
崩
壊
し
た
北
朝
鮮
で
は
、
市
場
に
出
る
食

糧
、
衣
類
、
靴
、
歯
磨
き
、
文
房
具
な
ど
の
殆
ど
が
中

国
製
で
、
国
産
品
は
キ
ム
チ
な
ど
の
農
産
加
工
品
や
海

産
物
な
ど
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
庶
民
は

決
済
手
段
と
し
て
使
用
で
き
る
中
国
人
民
元
を
歓
迎

し
、
人
民
元
は
北
朝
鮮
の
基
軸
通
貨
と
し
て
流
通
し
て

い
る
。
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三
、
急
増
す
る
中
国
の
対
北
朝
鮮
投
資

　
最
近
に
お
け
る
中
朝
経
済
関
係
の
特
徴
は
、
中
国
資

本
が
本
格
的
な
対
北
投
資
を
始
め
た
こ
と
だ
。
そ
の
皮

切
り
に
も
な
る
の
が
「
大
安
ガ
ラ
ス
工
場
」
の
竣
工

で
、
こ
れ
は
呉
邦
国
中
国
全
人
代
委
員
長
が
二
〇
〇
三

年
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
訪
問
し
た
際
に
無
償
援
助
を
約
束
し

た
こ
と
で
建
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
〇
四
年
か
ら
は
数
多

く
の
中
国
資
本
が
北
朝
鮮
投
資
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
不

動
産
、
地
下
資
源
開
発
、
水
産
業
、
建
材
業
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
観
光
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
組
立
、
ボ
ー
ル
ペ

ン
製
造
、
大
理
石
採
掘
、
衣
類
製
造
、
貿
易
業
な
ど
多

種
多
様
な
業
種
に
中
国
企
業
が
拡
が
っ
て
い
る
。
そ
し

て
こ
れ
ら
の
中
国
総
投
資
額
は
〇
四
年
で
一
〇
〇
〇
万

ド
ル
な
ど
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
に
都
市
で

の
大
型
流
通
店
舗
買
収
が
あ
り
、
瀋
陽
の
中
旭
グ
ル
ー

プ
は
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
中
心
街
の
第
一
百
貨
店
の
営
業
権
を

八
億
円
で
取
得
し
、
一
〇
年
間
の
賃
借
権
を
確
保
し

た
。
中
旭
グ
ル
ー
プ
は
「
中
国
の
ユ
ダ
ヤ
」
と
言
わ
れ

る
温
州
資
本
系
列
で
、
彼
ら
は
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
の
駅
前
百

貨
店
や
地
下
商
店
街
に
も
触
手
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　
最
近
の
中
国
投
資
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
案
件

は
、
中
朝
東
部
国
境
に
位
置
す
る
茂
山
鉄
鉱
の
開
発
で

あ
る
。
こ
の
茂
山
鉄
鉱
投
資
は
〇
五
年
秋
の
胡
錦
涛
主

席
訪
朝
の
際
に
正
式
締
結
さ
れ
、
中
朝
経
済
協
力
の
シ

　
四
、羅
津
港
、
中
国
が
五
〇
年
間
租
借

　
〇
五
年
秋
に
は
茂
山
鉄
鉱
へ
の
投
資
事
業
と
並
ん

で
、
北
朝
鮮
の
羅
津
先
鋒
経
済
特
区
に
あ
る
羅
津
港
の

管
理
権
が
中
国
琿
春
市
に
五
〇
年
間
、
委
譲
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
琿
春
市
で
は
経
済
特
区
内
の
道
路
拡
幅
工
事

や
港
湾
整
備
、
工
業
団
地
造
成
な
ど
を
約
束
し
、
代
わ

り
に
中
国
ト
ラ
ッ
ク
の
自
由
運
行
権
や
羅
津
港
で
の
自

由
船
積
使
用
権
な
ど
を
獲
得
し
た
。
中
国
に
よ
っ
て
五

〇
年
間
の
羅
津
港
租
借
が
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
の
結
果
東
北
三
省
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
や

天
然
資
源
は
羅
津
港
経
由
で
日
本
海
に
出
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
羅
津
港
が
開
港
さ
れ
る
と
、
航
路
を
新
設
で
き
る
新

潟
、
酒
田
、
富
山
、
敦
賀
、
境
港
な
ど
に
は
新
た
な
輸

送
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
。
日
本
海
沿
岸
地
域
は
大
連

経
由
で
な
い
羅
津
港
の
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
、
吉
林
省
、

黒
竜
江
省
、
モ
ン
ゴ
ル
さ
ら
に
は
東
シ
ベ
リ
ア
な
ど
と

最
短
距
離
で
結
ば
れ
る
。
中
国
に
よ
る
羅
津
港
の
自
由

化
は
日
本
や
韓
国
な
ど
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
交
流

や
人
的
移
動
を
一
大
活
性
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、

経
済
効
果
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
羅
津
港
の
自
由
化
の

今
後
の
動
き
を
注
視
す
る
と
共
に
、
羅
津
港
の
入
港
権

や
経
済
特
区
内
の
道
路
運
行
な
ど
が
中
国
以
外
の
第
三

国
に
も
開
放
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　  

始
ま
っ
た
茂
山
鉄
鉱
大
投
資

＜
＞

ン
ボ
ル
に
な
っ
た
。
茂
山
鉄
鉱
は
昭
和
一
〇
年
代
に
三

菱
鉱
業
が
開
発
し
た
北
東
ア
ジ
ア
最
大
の
鉄
鉱
山
で
、

埋
蔵
量
三
〇
億
ト
ン
の
う
ち
可
採
埋
蔵
分
は
一
三
億
ト

ン
に
達
し
て
い
る
。

　
香
港
『
大
公
報
』（
〇
五
年
十
一
、
二
）
の
記
事
に

よ
る
と
、
中
国
資
本
の
投
資
総
額
は
七
〇
億
元
（
約
九

億
ド
ル
）
で
、
五
〇
億
元
（
約
三
億
ド
ル
弱
）
は
茂
山

鉱
山
で
使
わ
れ
る
電
力
、
採
炭
設
備
、
輸
送
機
械
、
各

種
技
術
支
援
な
ど
に
充
当
さ
れ
、
〇
六
年
か
ら
一
〇
〇

〇
万
ト
ン
単
位
の
採
掘
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
茂
山
鉄

鉱
の
採
掘
権
は
中
国
企
業
の
五
〇
年
間
独
占
が
決
ま

り
、
生
産
さ
れ
た
鉄
鉱
石
は
隣
接
す
る
吉
林
省
有
数
の

企
業
で
あ
る
通
化
鉄
鋼
に
納
品
さ
れ
る
。
中
国
の
茂
山

鉄
鉱
投
資
は
交
通
イ
ン
フ
ラ
事
業
に
も
充
当
さ
れ
て
、

投
資
額
の
三
〇
％
近
い
二
〇
億
元
が
茂
山
鉱
山
と
通
化

製
鉄
所
を
結
ぶ
専
用
鉄
道
の
建
設
に
当
て
ら
れ
る
。
ま

た
北
朝
鮮
最
大
企
業
の
金
策
製
鉄
所
近
代
化
事
業
に
も

使
わ
れ
る
計
画
で
、
咸
鏡
北
道
の
主
要
交
通
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
高
速
道
路
整
備
や
鉄
道
電
化
網
事
業
へ
の
投

資
、
さ
ら
に
は
コ
ン
テ
ナ
運
搬
を
可
能
に
さ
せ
る
清
津

港
の
整
備
事
業
な
ど
も
中
国
企
業
の
投
資
対
象
に
さ
れ

て
い
る
。

　
茂
山
鉄
鉱
の
中
国
投
資
企
業
は
三
社
で
あ
る
。
第
一

の
企
業
は
吉
林
省
最
大
の
国
有
企
業
・
通
化
鉄
鋼
で
、

こ
の
企
業
は
二
五
〇
万
ト
ン
の
粗
鋼
を
生
産
し
て
い

る
。
第
二
の
投
資
企
業
は
中
国
最
大
の
鉄
鉱
石
輸
出
入

会
社
・
中
鋼
グ
ル
ー
プ
で
、
茂
山
鉱
石
の
買
い
付
け
や

運
搬
な
ど
を
担
当
す
る
。
第
三
の
企
業
は
地
元
の
延
辺

天
地
会
社
で
、
精
鉱
工
場
で
あ
る
。

　
（
は
な
ぶ
さ
ゆ
き
お
・
東
北
ア
ジ
ア
資
料
セ
ン
タ
ー

　
　
代
表
）
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